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3. JICQAでは、今年も夏季節電対策を実施いたします。 

JICQAでは、地球温暖化対策に協力するために下記の通りに夏季節電対策を実施いたします。 
弊社にお越しの皆様には、節電対策実施にご理解とご協力をお願いいたします。 
 1）事務所内冷房温度の緩和：盛夏時には 28℃に設定いたします。 
 2）事務所内での JICQA社員の服装：ネクタイ・上着の着用はいたしません。 
 3）実施期間：本年 6月 1日（火）～9月 30日（木）といたします。 
ご来社のお客様も、どうぞお気軽に「ノーネクタイ・ノー上着」でお越しください。 
 
 
 
 
 
 

JICQAニュースレターの配信方法変更のお知らせ 
JICQAニュースレターは2010年4月号より、更新をmailでお知らせすることになりました。 

担当：業務部：大島 

（℡：03-5541-2751）

ご希望のお客様は、必要事項を記載の上、下記メールアドレスにお申し込みをお願いいたします。 

【申込メールアドレス】newsletter@jicqa.co.jp 
【必要事項】 

(1) 組織名（会社名）／事業所名  

(2) 所属・役職  

(3) ご連絡者氏名  

(4) e-mailアドレス（配信いただいたメールと異なるアドレスに送付ご希望の場合のみ） 

 本件に関するお問合せは 業務部の樋口（TEL：03-5541-2751 E-mail：newsletter@jicqa.co.jp）ま
でご連絡をお願いいたします。 

 

　(2010年4月30日現在）

【マネジメントシステム登録件数】 【JIS認証件数】

適用規格
新規登録
件数　*1

現在登録
件数　*2

登録区分
新規認証
件数　*3

現在認証
件数　*4

ISO 9001 15 2,865 A；土木･建築 0 26

ISO 14001 9 1,632 B；一般機械 0 25

OHSMS 1 47 E；鉄道 0 4

ISO 22000 0 26 G；鉄鋼 1 372

HACCP 0 11 H；非鉄金属 0 33

ISO 27001 1 205 R；窯業 0 16

ISO 20000-1 0 6 Z-1；包装･容器 0 10

JIS Q 9100 3 66 Z-3；溶接 0 14

BS 25999-2 0 1 合計 1 500

合計 29 4,859

*1：2010年4月（第485～489回）の登録決定会議で *3：2010年4月（第86回～87回）のJIS認証決定会議で

　　 審議され、新規に登録された件数 　　 審議され、新規に登録された件数

*2：統合等による既登録の件数減を反映させた件数 *4：既登録の件数減を反映させた件数

  JICQA登録組織件数情報
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